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【 発 明 の 名 称 】 　 　 ヒ ー ト シ ン ク に お け る 半 導 体 チ ッ プ 取 付 装 置
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 板 状 部 (1) の 上 面 (1a) に 多 数 の 放 熱 用 フ ィ ン (2)  が
設 け ら れ 、 板 状 部 (1) の 下 面 (1b) に 半 導 体 チ ッ プ (3) が 接 触 状 態 に 配 置 さ
れ る ア ル ミ ニ ウ ム 製 ヒ ー ト シ ン ク に お い て 、 板 状 部 (1) の 両 縁 に 横 断 面 略 逆 Ｕ 字 状 部
(4) が 設 け ら れ 、 両 略 逆 Ｕ 字 状 部 (4) の 外 側 壁 (5) 先 端 に は 、 板 状 部 (1) 

の 下 面 (1b) よ り も 突 出 し た 半 導 体 チ ッ プ 基 板 挟 み 用 壁 (8) が 設 け ら れ 、 両
壁 (8) の 先 端 部 間 が 半 導 体 チ ッ プ (3) の 基 板 (6) の 幅 よ り も 狭 く な

さ れ 、 基 板 挟 み 用 壁 (8) の 先 端 部 内 縁 (8a) が 傾 斜 状 ま た は 円 弧 状 と な さ れ 、
基 板 挟 み 用 壁 (8)の 内 面 先 端 寄 り 部 分 ま た は 基 板 挟 み 用 壁 の 先 端 に は 半 導 体 チ ッ

プ (3) の 基 板 (6) 縁 部 が 嵌 ま り 込 む 凹 溝 (7) が 対 向 状 に 設 け ら れ て お り 、 半
導 体 チ ッ プ (3) の 基 板 (6) 両 縁 部 を 基 板 挟 み 用 壁 (8) の 先 端 部 内 縁 (8a)

に 当 接 さ せ つ つ 半 導 体 チ ッ プ (3) を 基 板 挟 み 用 壁 (8) 間 に 押 し 込 む こ と に
よ り 、 基 板 挟 み 用 壁 (8) が 外 方 へ 弾 性 変 形 し て 半 導 体 チ ッ プ (3) の 基 板 (6) 
)縁 部 が 基 板 挟 み 用 壁 (8) の 凹 溝 (7) に 嵌 め 入 れ ら れ る よ う に な さ れ て い る 、

ヒ ー ト シ ン ク に お け る 半 導 体 チ ッ プ 取 付 装 置 。
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【 請 求 項 ２ 】 　 内 面 先 端 寄 り 部 分 に 凹 溝 (7)が 対 向 状 に 設 け ら れ て い る 両 基 板 挟 み 用
壁 (8)の 先 端 部 内 縁 (8a)が 、 基 板 挟 み 用 壁 (8)の 内 面 よ り も 若 干 内 方 へ 突 出 し た 形 態 と な さ
れ 、 こ れ に よ り 上 記 凹 溝 (7)の 下 側 壁 (7a)の 高 さ が 増 し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の ヒ ー ト シ
ン ク に お け る 半 導 体 チ ッ プ 取 付 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】 　 ヒ ー ト シ ン ク の 板 状 部 (1)の 各 角 部 付 近 に お け る ２ 枚 の 放 熱 用 フ ィ ン (
2)間 に ボ ル ト 穴 (43)が 形 成 さ れ 、 フ ァ ン (41)の 各 隅 部 に 形 成 さ れ た 挿 通 穴 に 取 付 ボ ル ト (4
2)が 貫 通 状 に 差 し 込 ま れ て 、 そ の 先 端 部 分 (42a) が そ れ ぞ れ 対 応 す る 上 記 ボ ル ト 穴 (43)に
嵌 合 さ れ る こ と に よ り 、 フ ァ ン (41)が ヒ ー ト シ ン ク 上 に 取 付 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ ま た
は ２ 記 載 の ヒ ー ト シ ン ク に お け る 半 導 体 チ ッ プ 取 付 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】 板 状 部 (1) (21)の 下 面 (1b) (21b)に 、 サ ー マ ル シ ー ト (11)を 貼 付 す る 際
の 位 置 決 め と な る 凹 部 (12)が 設 け ら れ 、 該 凹 部 (12)の 底 面 に サ ー マ ル シ ー ト (11)が 貼 付 さ



【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 ヒ ー ト シ ン ク に お け る 半 導 体 チ ッ プ 取 付 装 置 に 関 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す よ う に 、 ヒ ー ト シ ン ク (51) 左 半 部 材 (51A)と 右 半 部 材 (51B)の 二 部
材 で 構 成 さ れ 、 こ れ ら の 上 面 (51a)に 複 数 の 放 熱 用 フ
ィ ン (52)が 間 隔 を あ け て 設 け ら れ 、 の 下 面 (51b) が 半
導 体 チ ッ プ 取 付 面 と な さ れ て お り 、 の 最 も 外 側 の フ ィ
ン (52a)と そ の 内 側 の フ ィ ン (52b) 間 に は 、 そ れ ぞ れ フ ァ ン 取 付 用 の ね じ 孔 (53)が 設 け ら
れ て い た 。 ま た 、 の 各 外 側 縁 に は 、 全 体 が ヘ ア
ピ ン 状 で あ っ て 、 先 端 側 部 分 (54a)が 内 方 へ 一 定 角 度 折 れ 曲 が っ た 半 導 体 チ ッ プ 取 付 部 (54
)が 設 け ら れ て い た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 フ ァ ン (55)の 取 付 ボ ル ト (56)の 軸 線 に 対 し て

の フ ァ ン 取 付 用 ね じ 孔 (53)が 若 干 外 側 へ 偏 心 し た 位 置 関 係 と な さ
れ 、 上 記 ね じ 孔 (53)に フ ァ ン (55)の 取 付 ボ ル ト (56)を 挿 入 す る こ と に よ っ て 、

が 互 い に 接 近 し て 最 終 的 に
の 内 側 縁 同 士 が 当 接 し 、 次 に 側 面 か ら 見 て Ｖ 形 の ク リ ッ プ (57)を 介 し て

を 連 結 す る こ と で ヒ ー ト シ ン ク (51)が 組 立 て ら れ る よ う に な さ れ て い
た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ し て 、 上 記 構 成 の ヒ ー ト シ ン ク (51)に 半 導 体 チ ッ プ (58)を 取 付 け る に あ た っ て は 、

の 下 面 に 半 導 体 チ ッ プ (58)を 当 接 し た 状 態 で 、
上 に 上 記 取 付 ボ ル ト (56)に よ る フ ァ ン (55)の 取 付 け を 行 う こ と

に よ り 、 が 互 い に 接 近 し て そ れ ら の 半 導 体 チ ッ プ 取 付
部 (54)に 半 導 体 チ ッ プ (58)が 挟 み 止 め ら れ て い た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の ヒ ー ト シ ン ク に お け る 取 付 装 置 で は 、 ヒ ー ト シ ン ク が 左
半 部 材 (51A)と 右 半 部 材 (51B)の 二 部 材 構 成 と な り 、 ま た 、 こ れ ら

の ね じ 孔 (53)に 挿 入 さ れ る 取 付 ボ ル ト (56)も 必 要 と な る こ と か ら 、 部 品 点 数
が 多 く な り 、 部 品 管 理 が 煩 雑 に な る 上 、 の ね じ 孔 (53)
に そ れ ぞ れ 取 付 ボ ル ト (56)を 挿 入 し て 左 右 の 半 導 体 チ ッ プ 取 付 部 (54)で 半 導 体 チ ッ プ (58)
を 挟 み 止 め る 作 業 に 手 間 を 要 す る 等 の 不 都 合 が あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 基 本 的 に ヒ ー ト シ ン ク を 二 部 材 構 成 と せ ず 、 か つ 取 付 ボ ル ト 等 の 他 の
部 材 も 必 要 と す る こ と な く 、 ヒ ー ト シ ン ク に 半 導 体 チ ッ プ を 簡 単 に 取 付 け る こ と が で き る
、 ヒ ー ト シ ン ク に お け る 半 導 体 チ ッ プ 取 付 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

ヒ ー ト シ ン ク に お け る 半 導 体 チ ッ プ 取 付 装 置 は 、 板 状 部 の 上 面 に
多 数 の 放 熱 用 フ ィ ン が 設 け ら れ 、 板 状 部 の 下 面 に 半 導 体 チ ッ プ が 接 触 状 態 に 配 置 さ れ る ア
ル ミ ニ ウ ム 製 ヒ ー ト シ ン ク に お い て 、 板 状 部 の 両 縁 に 横 断 面 略 逆 Ｕ 字 状 部 が 設 け ら れ 、 両
略 逆 Ｕ 字 状 部 の 外 側 壁 先 端 に は 、 板 状 部 の 下 面 よ り も 突 出 し た 半 導 体 チ ッ プ 基 板 挟 み 用 壁
が 設 け ら れ 、 両 壁 の 先 端 部 間 が 半 導 体 チ ッ プ の 基 板 の 幅 よ り も 狭 く な さ れ 、
基 板 挟 み 用 壁 の 先 端 部 内 縁 が 傾 斜 状 ま た は 円 弧 状 と な さ れ 、 基 板 挟 み 用 壁 の 内 面 先 端 寄
り 部 分 ま た は 基 板 挟 み 用 壁 の 先 端 に は 半 導 体 チ ッ プ の 基 板 縁 部 が 嵌 ま り 込 む 凹 溝 が 対 向
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れ て い る 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の ヒ ー ト シ ン ク に お け る 半 導 体 チ ッ プ 取 付 装 置 。
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状 に 設 け ら れ て お り 、 半 導 体 チ ッ プ の 基 板 両 縁 部 を 基 板 挟 み 用 壁 の 先 端 部 内 縁 に 当 接 さ
せ つ つ 半 導 体 チ ッ プ を 基 板 挟 み 用 壁 間 に 押 し 込 む こ と に よ り 、 基 板 挟 み 用 壁 が 外 方 へ 弾
性 変 形 し て 半 導 体 チ ッ プ の 基 板 縁 部 が 基 板 挟 み 用 壁 の 凹 溝 に 嵌 め 入 れ ら れ る よ う に な さ
れ て い る も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 構 成 の に よ れ ば 、 板 状 部 両 縁 の 横 断 面 略 逆 Ｕ 字 状 部 に お け る 基 板
挟 み 用 壁 間 に 半 導 体 チ ッ プ を 押 し 入 れ る だ け で 、 該 半 導 体 チ ッ プ が 両 側 の 基 板 挟 み 用 壁 に
挟 み 止 め ら れ た 状 態 と な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 　

　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 　

　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 　

　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 上 下 は
図 １ を 基 準 と し 、 上 と は 図 １ の 上 側 を 、 下 と は 同 図 下 側 を 指 す 。 ま た 、 ア ル ミ ニ ウ ム と い
う 語 に は 、 純 ア ル ミ ニ ウ ム と ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 両 方 を 含 む も の と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 ［ 実 施 形 態 １ ］
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 板 状 部 (1)の 上 面 (1a)に 多 数 の 放 熱 用 フ ィ ン (2)が 間 隔 を
あ け て 設 け ら れ 、 板 状 部 (1)の 下 面 (1b)に 半 導 体 チ ッ プ (3)が 接 触 状 態 に 配 置 さ れ る ア ル ミ
ニ ウ ム 製 ヒ ー ト シ ン ク に お い て 、 板 状 部 (1)の 両 縁 に 横 断 面 逆 Ｕ 字 状 部 (4)が 設 け ら れ 、 両
逆 Ｕ 字 状 部 (4)の 外 側 壁 (5)先 端 に は 、 板 状 部 (1)の 下 面 (1b)よ り も 突 出 し た 半 導 体 チ ッ プ
基 板 挟 み 用 壁 (8) が 延 長 状 に 設 け ら れ 、 両 壁 (8)の 先 端 部 間 が 半 導 体 チ ッ プ (3)
の 基 板 (6)の 幅 よ り も 狭 く な さ れ 、 基 板 挟 み 用 壁 (8)の 先 端 部 内 縁 (8a)が 円 弧 状 と な さ れ
、 基 板 挟 み 用 壁 (8)の 内 面 先 端 寄 り 部 分 に は 半 導 体 チ ッ プ (3)の 基 板 (6)縁 部 が 嵌 ま り 込
む 凹 溝 (7)が 対 向 状 に 設 け ら れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 板 状 部 (1) の 下 面 (1b)に は 、 サ ー マ ル シ ー ト (11)を 貼 付 す る 際 の 位 置 決 め と な る 凹 部 (1
2)が 設 け ら れ 、 該 凹 部 (12)の 底 面 に サ ー マ ル シ ー ト (11)が 貼 付 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 基 板 挟 み 用 壁 (8)の 先 端 部 内 縁 (8a)は 、 基 板 挟 み 用 壁 (8)の 内 面 よ り も 若 干 内 方 へ 突 出
し た 形 態 と な さ れ 、 こ れ に よ り 上 記 凹 溝 (7)の 側 壁 (7a)の 高 さ が 増 し て 半 導 体 チ ッ プ (3)
の 基 板 (6) 縁 部 の 嵌 め 込 み が よ り 強 固 と な さ れ て い る 。
　 半 導 体 チ ッ プ (3)は 、 回 路 が 形 成 さ れ た 半 導 体 材 料 よ り な る チ ッ プ (13)が 基 板 (6)上 に 取
付 け ら れ た も の で あ り 、 基 板 (6)は 合 成 樹 脂 製 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 上 記 ヒ ー ト シ ン ク に 半 導 体 チ ッ プ (3)を 取 付 け る 場 合 、 半 導 体 チ ッ プ (3)の 基 板
(6)両 縁 部 を 基 板 挟 み 用 壁 (8)の 先 端 部 内 縁 (8a)に 当 接 さ せ つ つ 半 導 体 チ ッ プ (3)を 基
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請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の ヒ ー ト シ ン ク に お け る 半 導 体 チ ッ プ 取 付 装 置 に
お い て 、 内 面 先 端 寄 り 部 分 に 凹 溝 が 対 向 状 に 設 け ら れ て い る 両 基 板 挟 み 用 壁 の 先 端 部 内 縁
が 、 基 板 挟 み 用 壁 の 内 面 よ り も 若 干 内 方 へ 突 出 し た 形 態 と な さ れ 、 こ れ に よ り 上 記 凹 溝 の
下 側 壁 の 高 さ が 増 し て い る も の で あ る 。

請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ヒ ー ト シ ン ク に お け る 半 導 体 チ ッ プ 取 付
装 置 に お い て 、 ヒ ー ト シ ン ク の 板 状 部 の 各 角 部 付 近 に お け る ２ 枚 の 放 熱 用 フ ィ ン 間 に ボ ル
ト 穴 が 形 成 さ れ 、 フ ァ ン の 各 隅 部 に 形 成 さ れ た 挿 通 穴 に 取 付 ボ ル ト が 貫 通 状 に 差 し 込 ま れ
て 、 そ の 先 端 部 分 が そ れ ぞ れ 対 応 す る 上 記 ボ ル ト 穴 に 嵌 合 さ れ る こ と に よ り 、 フ ァ ン が ヒ
ー ト シ ン ク 上 に 取 付 け ら れ て い る も の で あ る 。

請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の ヒ ー ト シ ン ク に お け る 半 導 体 チ ッ プ
取 付 装 置 に お い て 、 板 状 部 の 下 面 に 、 サ ー マ ル シ ー ト を 貼 付 す る 際 の 位 置 決 め と な る 凹 部
が 設 け ら れ 、 該 凹 部 の 底 面 に サ ー マ ル シ ー ト が 貼 付 さ れ て い る も の で あ る 。

基 板 挟 み 用
両

両

両
下

両 両



板 挟 み 用 壁 (8)間 に 押 し 込 む こ と に よ り 、 基 板 挟 み 用 壁 (8) が 外 方 へ 弾 性 変 形 し て 半 導
体 チ ッ プ (3)の 基 板 (6)縁 部 が 基 板 挟 み 用 壁 (8)の 凹 溝 (7)に 嵌 め 入 れ ら れ 、 半 導 体 チ ッ プ
(3)が 両 側 の 基 板 挟 み 用 壁 (8)に 挟 み 止 め ら れ た 状 態 と な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 状 態 に お い て 、 半 導 体 チ ッ プ (3)の 熱 が 上 記 サ ー マ ル シ ー ト (11)を 介 し て ヒ ー ト シ
ン ク に 伝 導 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 ［ 実 施 形 態 ２ ］
　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の ヒ ー ト シ ン ク は 、 上 側 に フ ァ ン (41)が 取 付
ボ ル ト (42)を 介 し て 取 付 け ら れ た も の で あ り 、 そ の 他 の 点 は 上 記 実 施 形 態 １ と 同 様 で あ る
。 従 っ て 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 部 分 に つ い て は 、 同 じ 符 号 を 付 す こ と に よ っ て 説 明 を 省 略
す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ヒ ー ト シ ン ク の 板 状 部 (1) の 各 角 部 付 近 に お け る 放 熱 用 フ ィ ン
(2)間 に ボ ル ト 穴 (43)が 形 成 さ れ 、 フ ァ ン (41)の 各 隅 部 に 形 成 さ れ た 挿 通 穴 に 取 付 ボ ル ト (
42)が 貫 通 状 に 差 し 込 ま れ て 、 そ の 先 端 部 分 (42a)が そ れ ぞ れ 対 応 す る 上 記 ボ ル ト 穴 (43)に
嵌 合 さ れ る こ と に よ り 、 フ ァ ン (41)が ヒ ー ト シ ン ク 上 に 取 付 け ら れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ［ 実 施 形 態 ３ ］
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 板 状 部 (21)の 上 面 (21a)に 多 数 の 放 熱 用 フ ィ ン (22)が 設 け ら れ 、 板
状 部 (21)の 下 面 (21b)に 半 導 体 チ ッ プ (23)が 接 触 状 態 に 配 置 さ れ る ア ル ミ ニ ウ ム 製 ヒ ー ト
シ ン ク に お い て 、 板 状 部 (21)の 両 縁 に 横 断 面 略 逆 Ｕ 字 状 部 (24)が 設 け ら れ 、 両 略 逆 Ｕ 字 状
部 (24)の 外 側 壁 (25)先 端 に は 、 板 状 部 (21)の 下 面 (21b)よ り も 突 出 し た 半 導 体 チ ッ プ 基 板
挟 み 用 壁 (28)が 設 け ら れ 、 両 壁 (28)の 先 端 部 間 が 半 導 体 チ ッ プ (23)の 基 板 (26)
の 幅 よ り も 狭 く な さ れ 、 基 板 挟 み 用 壁 (28)の 先 端 部 内 縁 (28a)が 円 弧 状 と な さ れ 、 基
板 挟 み 用 壁 (28)の 先 端 に は 半 導 体 チ ッ プ (23)の 基 板 (26)縁 部 が 嵌 ま り 込 む 凹 溝 (27)が 対 向
状 に 設 け ら れ て お り 、 半 導 体 チ ッ プ (23)の 基 板 (26)両 縁 部 を 基 板 挟 み 用 壁 (28)の 先 端 部
内 縁 (28a)に 当 接 さ せ つ つ 半 導 体 チ ッ プ (23)を 基 板 挟 み 用 壁 (28)間 に 押 し 込 む こ と に よ
り 、 基 板 挟 み 用 壁 (28)が 外 方 へ 弾 性 変 形 し て 半 導 体 チ ッ プ (23)の 基 板 (26)縁 部 が 基 板
挟 み 用 壁 (28)の 凹 溝 (27)に 嵌 め 入 れ ら れ る よ う に な さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の ヒ ー ト シ ン ク に 半 導 体 チ ッ プ (23)を 取 付 け る 場 合 、 半 導 体 チ ッ プ (23)の 基
板 (26)両 縁 部 を 基 板 挟 み 用 壁 (28)の 先 端 部 内 縁 (28a)に 当 接 さ せ つ つ 半 導 体 チ ッ プ (23)
を 基 板 挟 み 用 壁 (28)間 に 押 し 込 む こ と に よ り 、 基 板 挟 み 用 壁 (28)が 外 方 へ 弾 性 変 形 し
て 半 導 体 チ ッ プ (23)の 基 板 (26)縁 部 が 基 板 挟 み 用 壁 (28)先 端 の 凹 溝 (27)に 嵌 め 入 れ ら れ
、 半 導 体 チ ッ プ (23)が 両 側 の 基 板 挟 み 用 壁 (28)に 挟 み 止 め ら れ た 状 態 と な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 、 ヒ ー ト シ ン ク 上 ァ ン が 取 付 け ら れ て い な い が 、 必 要 に 応
じ て フ ァ ン を 取 付 け る こ と は 勿 論 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 板 状 部 両 縁 の 横 断 面 略 逆 Ｕ 字 状 部 に お け る 基 板 挟 み 用 壁 間 に 半 導 体
チ ッ プ を 押 し 入 れ る だ け で 、 該 半 導 体 チ ッ プ が 両 側 の 基 板 挟 み 用 壁 に 挟 み 止 め ら れ た 状 態
と な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 場 合 、 ヒ ー ト シ ン ク 自 体 は 一 部 材 構 成 で あ っ て 、 か つ 従 来 の よ う な
取 付 ボ ル ト 等 の 他 の 部 材 も 不 要 で あ り 、 し か も ヒ ー ト シ ン ク に 半 導 体 チ ッ プ を い わ ゆ る ワ
ン タ ッ チ で 装 着 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
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　 本 発 明 の 実 施 形 態 １ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 斜 視 図 で あ っ て 、 半 導 体 チ ッ プ の 取 付 前 の 状
態 で あ る 。
　 　 【 図 ２ 】
　 同 じ く 本 発 明 の 実 施 形 態 １ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 正 面 図 で あ っ て 、 半 導 体 チ ッ プ の 取 付
後 の 状 態 で あ る 。
　 　 【 図 ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 斜 視 図 で あ っ て 、 半 導 体 チ ッ プ の 取 付 後 の 状
態 で あ る 。
　 　 【 図 ４ 】
　 同 じ く 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 正 面 図 で あ っ て 、 半 導 体 チ ッ プ の 取 付
後 の 状 態 で あ る 。
　 　 【 図 ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 正 面 図 で あ っ て 、 半 導 体 チ ッ プ の 取 付 後 の 状
態 で あ る 。
　 　 【 図 ６ 】
　 従 来 例 を 示 す ヒ ー ト シ ン ク の 斜 視 図 で あ る 。
　 　 【 図 ７ 】
　 同 従 来 例 に お い て 、 ヒ ー ト シ ン ク へ の フ ァ ン 取 付 前 の 状 態 を 示 す 一 部 切 欠 正 面 図 で あ る
。
　 　 【 図 ８ 】
　 同 従 来 例 に お い て 、 ヒ ー ト シ ン ク へ の フ ァ ン 取 付 後 の 状 態 を 示 す 一 部 切 欠 正 面 図 で あ る
。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
　 (1) (21)： 　 板 状 部
　 (1a)(21a) ： 　 板 状 部 の 上 面
　 (1b)(21b) ： 　 板 状 部 の 下 面
　 (2) (22)： 　 　 放 熱 用 フ ィ ン
　 (3) (23)： 　 　 半 導 体 チ ッ プ
　 (4) (24)： 　 　 横 断 面 略 Ｕ 字 状 部
　 (5) (25)： 　 　 外 側 壁
　 (6) (26)： 　 　 基 板
　 (7) (27)： 　 　 凹 溝
　 (8) (28)： 　 　 半 導 体 チ ッ プ 基 板 挟 み 用 壁
　 (8a)(28a)： 　  基 板 挟 み 用 壁 の 先 端 部 内 縁 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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(7a) ： 　 　 凹 溝 の 下 側 壁
(11)：  サ ー マ ル シ ー ト
(41)：  フ ア ン
(4２ )：  取 付 ボ ル ト
(4２ a)：  取 付 ボ ル ト の 先 端 部 分
(43)：  ボ ル ト 穴


	header
	written-amendment

